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論 文 内 容 の 要 旨 
 
【目的】刑務官の職業性ストレスは職務不満足感と関連して健康に悪影響を与えていると海外では報
告されている。しかし我が国では検討されていない。そこで日本の刑務官における職業性ストレスと
職務不満足感との関連について検討し、職務不満足感の改善方法について考察を加えた。 
【対象と方法】大阪矯正管区内の刑務所 8施設のうち医療刑務所を除く 7施設で就労する 20歳から
60 歳の男性刑務官 686 名に、米国国立職業安全保健研究所により開発された自己記入式職業性スト
レス調査票（the Generic Job Stress Questionnaire：GJSQ）の日本語版を配布した。回答は無記名
自由形式にて施行し、質問紙の回収をもって同意の確認とした所 573名から回答が得られた（回収率
83.5％）。そのうち 426名（62.1%）から完全回答を得て、その結果を解析の対象とした。GJSQは「物
理的環境」「役割葛藤」「仕事のコントロール」「量的労働負荷」「同僚からの社会的支援」「上司から
の社会的支援」などの 16 の職業性ストレスと職務不満足感を評価する。職務不満足感は切断点を 9
点とし、9点以上を職務満足群、8点以下を職務不満足群とした。職務不満足感の有無を 2分位とし
て従属変数とし、年齢、婚姻状況などの個人要因、仕事要因と単ロジスティック回帰分析で有意差を
認めた GJSQ各因子を投入して多重ロジスティック回帰分析を行い、オッズ比と 95% 信頼区間を求め
た。研究について、疫学研究の倫理指針を遵守し、大阪市立大学医学部倫理委員会にて承認を得た。 
【結果】対象者を職務不満足感で 2分位とすると、235人（55.2％）が 8点以下で職務不満足群、191
人は 9点以上で職務満足群に分類された。個人要因と仕事要因を含めて多重ロジスティック回帰分析
を行った結果、役割葛藤が高い程、仕事のコントロールが低い程、上司からの社会的支援が少ない程、
職務不満足感におけるオッズ比が増加した。 
【結論】これらの結果より、我が国の刑務官の職務上の裁量権に配慮する、上司の支援を強化する、
職務の役割と内容について明確化するなどの対策により、職業性ストレスを減少し職務満足感を改善
させる可能性が考えられた。 
 
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 
刑務官の職業性ストレスは職務不満足感と関連して健康に悪影響を与えていると海外では報告さ
れている。しかし我が国では検討されていない。そこで日本の刑務官における職業性ストレスと職務
不満足感との関連について検討し、職務不満足感の改善方法について考察を加えた。 
大阪矯正管区内の刑務所 8施設のうち医療刑務所を除く 7施設で就労する 20歳から 60歳の男性刑
務官 686 名に、米国国立職業安全保健研究所により開発された自己記入式職業性ストレス調査票
( Generic Job Stress Questionnaire :GJSQ)の日本語版を配布した。回答は無記名自由形式にて施
行し、質問紙の回収をもって同意の確認としたところ 573名から回答が得られた(回収率 83.5%)。そ
のうち 426名(62,1%)から完全回答を得て、その結果を解析の対象とした。GJSQは「物理的環境」「役
割葛藤」「仕事のコントロール」「量的労働負荷」「同僚からの社会的支援」「上司からの社会的支援」
など 16 の職業性ストレスと職務不満足感を評価する。職務不満足感は切断点を 9 点とし、9 点以上
を職務満足群、8 点以下を職務不満足群とした。職務不満足感の有無を 2 分位として従属変数とし、
年齢、婚姻状況などの個人要因、仕事要因と単ロジスティック回帰分析で有意差を認めた GJSQ 各因
子を投入して多重ロジスティック回帰分析を行い、オッズ比と 95％信頼区間を求めた。研究につい
て、疫学研究の倫理指針を遵守し、大阪市立大学医学部倫理委員会にて承認を得た。 
対象者を職務不満足感で 2 分位とすると、235 人(55.2%)が 8 点以下で職務不満足群、191 人は 9
点以上で職務満足群に分類された。個人要因と仕事要因を含めて多重ロジスティック回帰分析を行っ
た結果、役割葛藤が高い程、仕事のコントロールが低い程、上司からの社会的支援が少ない程、職務
不満足感におけるオッズ比が増加した。これらの結果より、我が国の刑務官の職務上の裁量権に配慮
する、上司の支援を強化する、職務の役割と内容について明確化するなどの対策により、職業性スト
レスを減少して職務満足感を改善させる可能性が示唆された。 
以上の研究は、刑務官の職場ストレスと職務満足感との関係を明らかにし、今後、刑務官の職場で
のストレス対策ならびにメンタルヘルスの向上に寄与する点は少なくないものと考えられた、よって
本研究者は博士(医学)の学位を授与されるに値するものと判定された。 
 
